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中島邦雄＊琉球新産のヒメラン属1種

KunioNAKAJIMA*:Mzz血確MIz""血i(YAMAMoTo)HATusIMA,

NewfortheRvukvus.

MalaxisMatsudai(YAMAMoTo)HATusIMA,comb.nov.withfig.1～3

Mたγ0s"姑Mn""jYAMAMoTo,inSuppl.Ic.Pl.Formos.2(1926)4,!fig.2.;

MAKINoetNEMoTo,Fl.Jap.ed.2(1931)1659;MAsAMuNE,ShortFl.

Formos,(1936)296;MAsAMuNE,ListVascul.Pl.Taiwan(1954)163.

NOm.Nipp.:Matsuda･himeran(Y.YAMAMoTo,1926).

Hab.:Ryukyus;Okinawa,Prov.Kunigami(Yanbaru)(anno,1923.M.OGATA,

TI),insunnygrassheld(I"'"""Cy/"‘γたavar.majorC.E.HuBB.)

OnoldwaysideneartheopenforestofnorthernwestsideoftheMt.

Henoko-dake,(Nov.22and25,1969.NAKAJIMA!inHerb.NAKAJIMA).

Dist.:FormosaandRyukyus(Okinawalsl.).

NewfortheHoraoftheRyukyus.

1969年10月末頃，著者は沖繩本島国頭の山地(openforest)路傍のチガヤ中に果実を着

けたl株のランを，偶然見つけた。その時は果実が少し若かったので，その株は採集しな

かった。それから約1ヵ月位して，自生地を調べた結果，前回の株の外に，数花着けた2

株を幸運にも得る事が出来た。最初，果実の株を見た時は，一見してLゆαγ商属のジガバ

チソウ類に近いものではと思ったが，花の株をみてから，それがハ"〃確属の1種であ

った。当時手許に資料の不備もあって，種名が分らなかったところ，国立科学博物館の大

井次三郎博士に,花のある生品を送'),同定を願った結果，ﾏﾂグﾋﾒﾗﾝと判明した｡

また，大井博士の進言で，更に自生地よ')得た生品を鹿児島大学農学部，初島住彦博士に

送った。同博士は学名をMIMMzx"属に新組合せするべきとのご意見を添え，また，原記載

を恵与下さった。もちろん，マヅダヒメランは琉球よ')初品であるので，ここに報告をし

て読者諸賢の参考としたい。

ところで，沖繩本島にハ"""雄が産することは坂口総一郎(1924)および正宗厳敬（

1964）らの報告がある。坂口はGen.Ind.Fl.Okinawa,p.81,に沖繩本島国頭より

〃たγos"co"ges"(LINDL.)REIcHB.fil.ホザキヒメランを記録しているが，今となっ

てはその標本を検討することが不可能である。Mibγ0s"姑“"92s〃はE.Nepal,Sikkim,

Khasia,Deccan,Ceylon,Andamanlsl.,Australia,Thai,Malaysia,Hongkong,

FormosaそれにS.Ryukyus(Yonaguni,Iriomoteandlshigakilsls.)に分布する

M上z"錨”加勉SMITH(Syn.Mたγ0s"姑kizanensisMAsAMuNE)キザンヒメラン

の異名であり，キザンヒメランは今日まで国頭より採集された事実はない。キザンヒメ

*沖繩県名護市宇茂佐111番地111,Umosa,Nago,OkinawaPrefecture
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ランの琉球での北限は，八重山群島の石垣烏であり，それよl)北にはおそらく

分布の可能性は薄いと思われる。私は坂口の報告したMco"ges"は，原標本のない今

ではぞれと決めつける根拠にはなり得ないと考え，永久に分らない事であろうが，それは
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Fig.1．MM""x*MM"お""i(YAMAMoTo)HATusIMA;FIoweringplantinnatural

habitat(×ca.1.0)photo.byKunioNAKAJIMA,Nov、25th,1969.

－66－



Septemberl972TheJournalofGeobotany Vol.XX.No.3

職
讃

蕊
鍵

戯
*‐両

艶隷

溌鯵騨

驚
錘

…

穂

蕊
篭

晶叢

率
辮

爵

；蕊
､~識'吟,戯､溌洪難､弾'､，
串騨聰串,串､､'蔵謡舞､､
'一露､,1,,撰溌篭騨,蕊'職
､溌劣-‘'群''噌,吟,
串､熱蝉

'’~‐''、､'《ミ
､増設'串職掛:識鳶』-串鍔』

畿一さ,,--''簿,韓篭踊‘
』,蕊綿'吟,,,黒'-,銀’

配龍串蕊､､､'』,

‘,､鵯:､簿騨識､錦'､離韓:串

苛
、
貼
凡
貼

溌
鍛
感

革
秘
密
出
ｊ

，
溌
蝿
、
》

｝
溌
趣
、

蕊

驚

＃
#瀞

浄厨
hi(YAMAMoTo)HATusIMA

2
瀞』蟻:鯵鰯‘‘，

Fig 2.M""力むハ"た""i(YAMAMoTo)HATusIMA.

6g.1.(×ca.0．8).b;FIoweringscape(><

flowerofthesame(×ca.6.0).Photo.

25th,1969.
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a;Potted(same)plantof

ca、3.0).c;Aenlarged

byKunioNAKAJIMA,Nov.
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今回報告するMtzAMM"応"血jではなかったかと考える。正宗のEnum..Trach.Ryukyu

InS.(X)!(1964)には，おそらく坂口の報告から引用されたものか,Mたγ0s"姑が沖

繩本島に産することを？で示してある。

幸い，東京大学理学部の標本室に入れられているMitγ0s"姑Mtz*"血iYAMAMoToの

typusと一致する沖繩からの，一枚の標本がある。ラベルに1923年M.OGATA(緒方正

資）沖繩本島山原とあ')，花色や産地などの細かい事をそれから知るよすがもないが，お

そら〈本部（モトブ）半島の嘉津字（カヅ

ウ）岳近辺から採られたものではなかろう

か。なぜなら，嘉津宇岳は沖繩を訪ずれる

たいていの採集家の一目的地ともなり，私

自身はまだ確認していないのだが，沖繩植

物学界の大老，園原咲也氏によれば，その

附近にはハ4Mtz応""iと思われるものが

あるから，今のところ他の場所を想像する

より容易かも知らない。おそらく，沖繩に

おいては山地(openforest以外の場所）

には（今回採集した自生地の環境から察し

て）産しないのではないかと考えられる。

また，今回の発見で，マヅダヒメランの分

布が八重山群島を飛び越して沖繩本島北部

に分布している事実は，台湾に産するLi-

”γ由り""城施(BL.)LINDL.コゴメキ

ノエランやB"/60phy"""疲れgLINDL.

クスクスランが，沖繩を飛び越え奄美

に分布しているように，植物地理学上この

ようなラン科植物の隔離的な分布の要因も

面白く，また興味をそそられる。

マツダヒメランの特徴を次に記しておく。

茎は直立，高さ5～25cm,pseudobulbs

は1年ごとに更新して，一茎に5～8枚の

葉を着ける。葉は，長さ2～10cm,幅24～

37mm,最小葉の長さ12mm,幅9mm,表面は

光沢のある草緑色，3～5脈があり，縁は

滑らか，質はイリオモテヒメランやキザン

ヒメランよﾄ）も薄い。花茎，長さ3～17.5

cm，帯紫色。花柄下方に普通1枚（長さ2

~20mm,ig0.5～2mm)の鱗片葉がある。

Fig.3.FruitSofMM"敗猛Mtz応雌なj

(YAMAMoTo)HATusIMA.(x

ca.4.0)photo.､byKunioNA-

KAJIMA,Nov.25th,1969.

－68－



September 1972 The Journal of Geob otany Vol. XX. No. 3. 

芭， 長さ4 -lOmm, 幅1 -3 mm。 花， Chestnut・red (i農紫紅色）， 直径5 - 10 mm, 花茎の

上方に10-25個ぐらい着ける。 さく果， 長さ7 -lOmm, 幅3 -7mm。 花柄，長さ1 -3 mm。

残存ずい柱， 長さ1 - 2 mm。 その他の特徴は図およぴ原記載を参考としてほしい。

なお， 大井博士の私信に 「 貴君の送られたものは原記載よりも花が大きく ， 唇弁の裂け

方も深い。 それは山本博士が乾燥 標本を基に， 記載されたものと 思う」とそえられている。

これで日本のMa/axお（ヒメラン）属は ， 流球からのMa/axおlatifol如SMITH (Syn. 

MicrostilおkizanensおMASAMUNEキザンヒメラン， Mal. roohutuensな(AMES) NAKAJIMA 

(Syn. M" tyl" 
. .  

匹os 'tS zrzomo柁nS'tS MASAMUNE) イリオモテヒメランと今回のマツダ

ヒメラン， 小笠原のMal. boninensお(Kt)lDZUMI) NA KAJIMA シマホザキランとそれに

Mal. paludosa (LINN.) SWARTZヤチランと Mal. monophyllos (LINN.) SWARTZ 

ホザキイチョウランの計6種となる。

終りに， 本研究を行なうのに当って， ご教示をいただいた大井 ， 初島の両博士はしめ ，

標本の閲覧を快諾下さ った東京大学理学部植物学教室標本室ならびに山崎敬， 大橋広好の

両氏の方々に厚くお礼を申し上げる。
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